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昭
和
三
十
九
年
度
報
告

日
本
印
度
學
佛
教
學
會

は
、
わ
が
國

の
イ

ン
ド
學

・

佛
教
學
の
研
究
者
を
も

っ
て
組
織
さ
れ
、
現
在
會
員

數

一
、
一
六
〇

名

を
數

え

る
。

そ

の
ほ

か

に

佛

教

關

係

の
大
學
が
團
體

で
加

入
し

て
お
り
、
約

四
二
校
を

數

え
る
。
會
員

は
毎
年

五
〇
名
前
後

づ

つ
増
加

し
て

い
る
が
、
佛
教

の
研
究
者

の
總
數

か
ら
見

て
、
今
後

も
會
員

の
増
加

が
つ
づ

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
學
會

の
姉
妹
學
會

に
日
本
佛
教
學
會

が
あ

る
。

こ
の
學
會

は
加
盟
校
單

位

で
運
螢
さ
れ

て
お
り
、

本

學
會

が
個
人
軍
位

で
構

成
さ
れ

て
い
る

の
と
、
組
織

が

異

な

る
が
、

目

的

が

ほ

ぼ

同

じ

で
あ

り
、

會
員

や

役
員

に
も
共
通
し
て
い
る
人

が
多

い
の
で
、
相
互

に

密
接

な
連
絡

を
と

っ
て
學
會

を
運
螢

し
て
い
る
。
學

術
大
會

な
ど
も
本
學
會
は
、

お
お
む
ね
春

に
大
會
を

開
催

し
、
日
本
佛
教
學
會

は
秋

に
大
會
を
開

い
て
い

る
。

な
お
隣
接
學
會

に
日
本
宗
教
學
會
が
あ
り
、
協

力

し
て
研
究
活
動
を
す
す
め
て
い
る
。

海
外

の
學
界
と

の
連
絡

に

つ
い
て
は
、
本
學
會

の

學
會
誌

に
は
、
會

員

の
歐
文

の
研
究
發
表

も
載

せ
て

お

り
、

さ

ら

に

全

論

文

の
題

目

を
英

譯

し

て

の

せ

て
、

外
國

の
研
究
者

の
便
に
供
し
て
い
る
。

そ
し
て
海
外

の
大
學

・
研
究

所
、

お
よ
び
個
人

の
學
者
、
あ

わ
せ

て
約

三
〇
〇
個

所
に
學
會
誌

を
寄
贈

し
、
あ

る
い
は

雜

誌

の
交

換

を
行

な

っ
て

い

る
。

こ

れ

は

一
九

五

一

年

に

『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

が
創
刊
さ

れ
て
か
ら
、

繼
續

し
て
行

な

っ
て
お
り
日
本

の
印
度
學
佛
教
學

の

研
究
を
海
外

に
紹
介

す
る
の
に
大

き
な
寄
與
を
な
し

て
い
る
。
す

で
に

一
〇
年
餘

を
經
過
し

て
海
同

で
の

認
識
も

一
段
と
深

ま

っ
て
い
る
。
最
近

で
は
歐
米
か

ら
佛
教
研
究

の
た
め

に
日
本

の
大
學
に
留
學
す
る
研

究

者
も
ふ
え
て
お
り
、
ま
た
學
者

の
見
學
や
交
流

の

た
め
に
、

わ
が
國
を
訪
問
す
る
人
も
多

い
。
ま

た
交

換

の
た
め
に
寄

贈
さ
れ
る
同
國

の
雜
誌

も
多
く
、
歐

米

の
研

究

状

況

は

も

と

よ

り
、

イ

ン
ド
や

セ

イ

ロ

ン
、

ビ

ル

マ
、

タ

イ

等

か

ら
も

雜

誌

の
寄

贈

が

あ

り
、

南

方

ア

ジ
ア
諸
國

の
研
究
状
況

を
知

る
手
掛

り

と
も
な

っ

て

い

る
。

最
近

の
海
同
學
界

と
の
交
流

と
し
て
は
、
昭
和
三

九

年

一
月

(
四

日

よ

り

一
〇

日
ま

で

の
六

日

間

)

に

ニ

ュ
ー

・
デ

リ

ー

に
開

催

せ
ら

れ
た

第

ー
六
囘

國

際

東
洋
學
者
會
議

が

あ

る

。

こ

の
會

議

は

一
八

七

三
年

に
第

一
囘
を

パ

リ
ー

に

開

い
た

が

、

今
囘

は

そ

の
第

二

六
囘

に
あ

た

り
、

參

加

國

一
九

、

約

一
、
二
〇
〇

名

の
學
者
が
參
加
し
、

研

究

發

表

が

行

な
わ
れ
た
。

日
本

か
ら
は
榎

一
雄

教
授

(
東
大
)

を
は
じ
め
多

く
の
學
者
が
參
加
し
た
が
、

佛
教
學
印

度
學

關
係

で
は
、
本
會
理
事

の
福
井
康
順

(
早
大
)
、

相
葉
伸

(群

馬
大
)

の
兩
氏
を
は
じ
め
、

木
村
秀
雄

.
(
龍
大
)
、

佐

々
木
現
順

(
大
谷
大
)、

中
村
瑞
隆
(
立

正
大
)
、

宇
治
谷
祐
顯

(
同
朋
大
)
、

田
村
晃
祐

(
東

大
)
等

の
諸
氏

が
參
加
し
、

研
究
發
表
を
さ

れ
た
。

さ
ら
に
昭
和

三
九
年
七
月
に

ハ
ワ
イ
大

學

に
お

い

て
開
催

さ
れ
た
第
四
囘
東
西
哲
學

者
會
議

に

は
、

東

西
兩

洋

か

ら

三

八
名

の

パ

ネ

ル
メ

ン
バ

ー

を
中
心

に
多
く

の
學

者

が

集

っ
て
研
究
發
表
や
討
論

が
行
な

わ
れ
た
。
印
度
學

佛
教
學

關
係

で
は
、
鈴
木
大
拙
、

宮
本
正
尊
、
中
村
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元

(
東
大
)
、
堀

一
郎

(
東
北
大
)、

上
田
義
文

(
名

大
)
、
早
島
鏡
正

(
東

大
)
、

三
枝
充
悳

(
國
學
院
大
)

の
諸
氏

が
參
加
せ
ら
れ
た
。

な
お
昭
和
四
〇
年

に
は
、

第

一
一
囘
國
際
宗
敢

史
會
議

が

ク

レ

ア

モ

ン

ト
に

お

い

て

開

催

さ

れ
る
豫

定
で
あ
る
が
、

そ
の
際

に
は
本
學
會
關
係

の

學
者

の
參
加
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

本
學
會
で
は
毎
年

一
囘
學
術
大
會

を
開
催
し
、

會

員

の
研
究
成
果

を
發
表

し
、
研
究

の
連
絡

と
親
睦
を

は
か

っ
て
い
る
。
昭
和

三
八
年

に
は
日
本
大
學
に
お

い
て
第

一
四
囘
學
術
大
會

を
開
催

し
、
研
究
發
表
者

は
約

一
八
〇
名
、

三
九
年

度
は
大
谷
大
學

に
お
い
て

第

一
五
囘
學
術

大
會
を
開
催
し
、

發
表
者
は
約

二

一

〇
名

で
あ

っ
た
。

發

表

者

の
色

わ

け

は
、

そ

の
年

に

よ

っ
て
若

干

の
違

い
が

あ

る
が

、

大

體

イ

ン

ド
學

三

〇
名
前
後
、

イ
ン
ド
佛
教
六
〇
名
前
後
、

シ
ナ
佛
教

チ
ベ
ッ
ト
佛
教

を
あ
わ
せ
て
四
〇
名
前
後
、
日
本
佛

教
七
〇
名
前
後

で
あ

る
。
研
究
發
表

は
毎
年

『
印
度

學
佛
教
學

研
究
』

二
册

に
ま
と
め
て
公
刊

し
て
お
り
、

三
七
年
度
龍
谷
大
學
號

は
第

一
一
卷

一
號
二
號
あ
わ

せ
て
八
七
六
頁
、
三

八
年
度

日
本
大
學
號

は
第

一
二

卷

一
號
二
號

あ
わ
せ
て
八
五
九
頁

の
紀
要
を
出
版
し

た

。

研
究
發
表

の
内
容
に

つ
い
て
は
制
限

を
設
け
な

い

が
、

三

七
年

度

に

は

は

じ

め

て

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム
を

企

書
し
、

「
民
族
と
宗
教
」
「
日
本
精

神

と
佛

教
」
「
佛

教
と
平
和
」

の
三
部
門
に
分
け

て
、

六
人
の
發
表
者

を
中
心
に
、
討
論
研
究
を
行
な

っ
た
。
何
分
研
究
者

が
多
數

で
あ
る
た
め

に
、
研
究
者

の
關

心
を
小
數

の

テ

ー

マ
に
集

中

す

る

こ

と

は

む

つ
か

し

い
が
、

し

か

し
研
究
成
果
を
結
集
す

る
た
め

に
は
、

將
來

研
究
發

表

に
つ
い
て
、
效

果
的
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
と
考

え

て

い

る
。

こ

の
點

に

つ

い

て
は

日

本

佛

教
學
二曾

の

學
術
大
會

は
、
加
盟
校

の
代
表
者

の
研
究
發
表

で
あ

る

た

め

に
、

發

表

者

の
人

數

も
少

く
、

ま

と

ま

り

や

す

い

の

で
、

數

年

前

よ

り
特

定

の

テ

ー

マ
を

中

心

に

し
て
研
究
發
表
を
行

な

っ
て
い
る
。
昭
和
三
四
年
度

に
は

「
業
」

の
問
題
、

三
六
年
度

に
は

「
倫
理
」

の

問
題
、
三
七
年
度
に
は

「
信
」

の
問
題
、
三
八
年
度

に
は

「
聖
徳
太
子
」

の
研
究
を
共
通

テ
ー

マ
と
し

て

研
究
發
表
を
な
し
、

そ

の
成
果

を
紀
要

に
ま

と
め

て

お
り
、
す

で
に
二
九
卷

の

『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』

を
發
行
し

て
い
る
。

三
九
年
度

に
は

「
行
」

の
問
題

に
つ
い
て
發
表
す
る
計
畫

で
あ
り
、
今
後
も

か
か
る

企

書

を

つ
づ

け

て
ゆ

く

方

針

で
あ

る
。

こ

れ

に

よ

っ

て
研
究
者

の
問
題

意
識

や
研
究

の
關

心
を
結
集

し
て
、

佛
教
學
が
當
面
し
て
い
る
課
題
を
解
明
し
、
そ
れ

に

た

い
す
る
囘
答
に
、
研
究
者

の
力

を
集
中

し
た

い
と

考

え

て

い

る
。

な
お
日
本
印
度
學
佛
教
學
會

で
は
、
昭
和

三
三
年

に

「
學
會
賞
」
が
制
定
せ
ら
れ
、
若

い
學
者

(
四
〇

歳

以
下
)

に
贈

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
初

年
度

に

は
七
名

の
學
者

に
お
く
ら
れ
た
が
、

そ
の
後

引
き

つ

づ
き
毎
年

五
名
内
同

の
若

い
學
徒
に
お
く
ら
れ
、
若

い
人

々

の
研
究

の

は
げ

み

に
な

っ
て

い
る
。

つ
ぎ
に
最
近
の
研
究
業
績

に
つ
い
て

一
言
す

る
。

ま
ず
第

一
に
大
藏
經
索
引

の
刊
行
が
緒
に

つ
い
た
。

大
正
大
藏

經
八
五
卷

の
索
引

は
、
戰
前
に
阿
含
部
・

目
録
部

・
法
華
部

の
索
隠

が
出
版
さ

れ
た

が
、
戰
爭

の
た

め
に
中
斷

さ
れ
て

い
た
。
戰
後
、
日
本
印
度
學

佛
教
學
會

の
宮
本
正
尊
理
事
長

が
中
心

に
な
り
佛
教

系
大
學

の
學
者
を
動
員
し
て
、
「
大
藏
經

學

術

用
語

研
究
會
」
を
組
織

し
、
文
部
省

の
研
究
助
成

費
を
得

て
、

準

備

を

は
じ

め

た
。

そ

の
第

一
册

が

三

七
年

に

出
版

さ
れ
た
。
『
大
正
新
修
大

藏

經

索

引

・
第

一
六

卷
、
毘
曇
部
下
』

が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
谷
大

學

が
中

心

に

な

っ
て
作

成

し

た
。

つ
づ

い

て

三

八

年

に

『
大
藏
經
索
引

・
第
五
卷
、
華
嚴
部
』

が
龍
谷
大

學

の
學
者
達

に
よ

っ
て
出
版
さ
れ
た
。
出

版
所
は

と

も
に
大
正
新
修
大
藏
經
刊
行
會
で
あ
る
。

目
下
引
き

つ
づ

き
経
集
部

・
般
若
部

・
密
教
部
等

の
刊

行
が
準

備
中

で
あ

る
。
完
成

の
あ
か

つ
き
に
は
三
〇
餘

卷
と

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

三
五
三
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三
五
四

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

な
り
、
大
藏
經

の
利
用
が
專

門
學
者

に
も

一
段

と
容

易

に
な

り
、

ま

た

一
般

の
人

び

と

に

も
多

方

面

の
活

用
が
可
能

に
な
り
、
書
期
的

な
利
用
價
値

が
期
待

せ

ら

れ

て

い

る

。
、

索

引
關

係

と

し

て
は
、

少

し
く

古

く

な

る

が
、

水

野
弘

元
博
士

に
よ

っ
て

『
南
傳
大
藏
經
總
索
引
』
三

卷

が
、

昭

和

三

四
年

よ

り
三

,七
年

に

わ

た

っ
て
刊

行

さ
れ
て
、
南
傳
大
藏
經

の
利
用
を

一
段

と
容
易

に
し

た

。

同

じ

く

三

六
年

に
長

尾

雅

人

博

士

に

よ

っ
て
、

が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
三
四
年

に

發

行

さ

れ

た

が

サ

ン

ス

ク

リ

ッ
ト

を

基

本

に

し

た
索

引

で
あ

る

の

で
、

こ
れ

は

チ

ベ

ッ
ト

語

と
漢
文

を
基
本
と
し
た
索
引

で
あ
る
。

さ
ら
に
宇
井

伯
壽
博
士
に
よ

っ
て

『
梵
漢

對
照

菩
薩

地

索

引
』

(
三
六
年
)
が
出
版
さ
れ
、

日
本
佛
教

の
方
面

で
加

藤
宗
厚

『
正
法
眼
藏
要
語
索

引
』
(
三

七
年
)

が

公

刊

さ

れ

て
い

る
。

論
文
目
録

と
し
て
は
、
三
六
年

に
龍
谷
大
學
圖
書

館
篇

『
佛
教
關
係
雜
誌
論
文
分
類
目
録
』
が
刊
行
さ

れ
、
研
究
者

の
利
用
に
供
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
昭

和
六
年
に
刊
行

さ
れ
た
論

文
目
録

に

つ
ぐ
も

の
で
あ

り
、
昭
和
六
年

七
月
よ
り
三
〇
年

一
二
月
ま
で
の
邦

文
雜

誌
所
牧

の
佛
教
學

お
よ
び
眞
宗
學

に
關
係

あ
る

論
文

を
收
集
し
た
も

の
で
あ

る
。
同

じ
く
三

六
年

に

は
花
山
信
勝
博
士
還
暦
記
念
會
に
よ

っ
て
、

花
山
信

勝
編

が
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
は
歐
文

の
佛
教
研
究

の
初
期

か
ら

の
總

目
録

で
あ

り

、

パ

リ

ー
よ

り

出

版

さ

れ

て

い

る

に

つ

な

が

る
も

の
で

あ

る
。

な
お
以
上
に
類
す

る
も

の
と
し
て
、
山
田
龍
城
博

士

の

『
梵
語
佛
典

の
諸
文
獻
』
(
昭

和

三

四

年
)

が

刊

行

さ

れ

て

い

る
。

こ
れ

は

佛

教

の
經

・
律

・
論

の

う

ち
、

サ

ン

ス
ク

リ

ッ

ト
原

典

の
出

版

さ

れ

て

い
る

も

の
を

詳

し

く
調

査

し
た

も

の

で
あ

り
、

研

究

者

を

大

い
に
益
す
る
も
の
で
あ

る
。
三
七
年
に
出
版
さ
れ

た
結
城
令
聞
博

士
の

『
唯
識
學
典
籍
誌
』
も
、
シ
ナ
・

日
本

の
唯
識
學
關
係

の
文
獻
を
網
羅
的
に
集
め
、

解

説
を
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
唯
識
學

の
研
究
に
利

す

る
點

が
大

き
い
。
さ
ら
に
襌

宗
關
係
に
、
駒
澤
大
學

編

『
新
纂
襌

籍
目
録
』
(
三
七
年
)
が
あ
る
。

辭
典
關
係

と
し
て
は
、
『
望
月
佛
教
大

辭

典

七
卷

(
本
文

五
卷
、
索

引

一
卷
、
年

表

一
卷
)
』

が
戰

後

に
再
刊

さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
そ

の
補
遺
が
準
備
さ
れ

て
い
た
。
そ

れ
が

『
増
補
』

(
第

八

卷

・
三

三
年
)

『
補
遺

一
』
(
第
九
卷

・
三
八
年
)
『
補
遺

二
』
(
第

一

○

卷

・
三

八

年
)

と

し

て
出

版

さ

れ

た
。

さ

ら

に
荻

原
雲
來
博
士
に
よ

っ
て
準
備

さ
れ
た

『
漢
譯
對
照
梵

和
大
辭
典
』
は
戰
前

に
六
分
册

を
出

し
て
中
斷
さ

れ

て
い
た
が
、
戰
後

よ
う
や
く
辻
直

四
郎
博
士
監
修

の

も
と
に
再
刊

が
軌
道

に
の
り
、
三
九
年
に
第

七
分
册

を
刊
行
し
た
。

こ
れ
は
二
〇
分
册

を
も

っ
て
完
成
す

る
豫

定

で

あ

る

と

い
う

。

な

お

フ

ラ

ン

ス

の

レ
ヴ

ィ

博
士
と
高
楠
順
次
郎
博

士
と
に
よ

っ
て
計
書

せ
ら
れ

た
日
佛
兩
語

の
佛
教
辭
典

『
法
寳
義
林
』
も
、
戰
前

に
三
分
册

(
一
九

二
九
～
三

七
)

を
出
し

て
中
斷
し

て

い

た

が
、

最

近

續

刊

が
企

圖

せ

ら

れ
、

フ

ラ
ン

ス

よ

り

ジ

ャ

ッ

ク

・

メ

イ

氏

が

日

本

に

派
遣

せ

ら

れ
、

準

備

中

で
あ

る

と

い
う

。

ま

た

國
際

的
な
研
究
協
力
事
業

と
し
て
、
デ

ン

マ
ー
ク
學

士
院

の

「
批
判
的

パ
ー
リ
語
辭
典
」

が

一
九

二
四
年

以
來

出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
日
本
學
士
院
に
も

協

力
が
要
請

せ
ら
れ
、
辻
直
四
郎
博
士
を
中
心
と
す

る
委

員
會

が
作
ら

れ
た
。

そ
し
て
K
の
部
よ
り
原
稿

の
作
成
を
開
始

し
た
。

さ
ら
に
、
さ

き
に
西
藏
大
藏
經
研
究
會
か
ら

『
影

印
北

京
版
西
藏
大
藏
經

一
五

一
卷

(
昭
和
三
〇
-

三

三
年
)
』

が
出
版
さ
れ
た

が
、
さ
ら
に
そ

の

續

編

と

し

て

『
宗

喀

巴

全

書

』

一
〇

卷

(
一
五

二
-

一
六

一
・

昭
和
三
六
年
)
『
章
嘉
全
書
』
三
卷

(
一
六
二
-

一
六

四

・
昭

和

三

六

年

)
『
總
目

録
』
四

卷

(
一
六

五
-

一

六
八
も
昭
和
三
六
年
)
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。

さ

ら
に
大
正
新

修
大
藏
經
百
卷

も
、
戰
後

に
再
版

が
企
畫

せ
ら
れ
、

す
で
に
三
八
卷

を
刊
行

し
た
。

ま

-808-



た
國
譯

一
切
經
和
漢
撰
述
部

も
戰
前

に
八
〇
卷

の
計

畫

で
出
版
を
開
始

し
、
六
六
卷

に
い
た

っ
て
戰
爭

の

た
め
に
中
絶
し
て
い
た
が
、
戰
後

に
計
畫

を
擴
大
し
、

百
卷

の
豫
定

で
刊
行
を
再
開

し
、
す

で
に
八
二
卷
を

發
行
し
て
い
る
。

以
上
は
最
近
出
版
さ
れ
た
佛
教
學
印
度
學
關
係

の

基
礎
的

な
業
績
に

つ
い
て

一
瞥
し
た

の
で
あ
る
。

こ

の
ほ
か
個

々
の
學
者
の
研
究
發
表
は
多
數
に
わ
た

っ

て

い

る
。

限

ら

れ

た
紙

面

に
、

そ

れ

ら

の
す

べ

て
を

紹

介

す

る

こ
と

は

で

き
な

い
か
ら

、

こ

こ

に
は

昭

和

三

七
年
以
後
に
出
版

さ
れ
た
學
術
書
を
示
す
に
と
ど

め
る
。

宇
井
伯
壽
博
士

は
昭
和
三
八
年

七
月
に
八

一
歳

を

も

っ
て
逝
去
さ
れ
た
が
、

そ

の
直
前

に

『
大
乗
佛
典

の
研
究
』

一
、
〇
〇
〇
餘

ペ
ー
ジ
の
大
著

が
出
版

さ

れ
た
。
先

生
は
昭
和

一
八
年

に
東
大

を
定
年
退
官

さ

れ
た
が
、

そ
れ
ま
で
に

『
印
度
哲
學

研
究
』

一
二
卷

を
公
刊

せ
ら
れ
、
退
官
後

に
も

『
佛
教
汎
論
』

二
卷

を
は

じ
め

一
四
卷

の
大
著

を
發
表
さ

れ
、
超
人
的
な

學
問
的
成
果
を
殘

さ
れ
た
。
大
谷
探
檢
隊

が
中
央

ア

ジ

ア
よ
り
將
來
し
た
寫
本
類

の
研
究

が
西
域
文
化
研

究
會

の
手
で
す
す
め
ら
れ
、
成
果
が
公
刊
さ

れ
て
い

る
が
、

三
七
年
に

『
中
央

ア
ジ
ア
佛

教

美

術
』
(
西

域
文

化
研
究
第
五
)

三
八
年
に

『
歴
史
と
美
術

の
諸

問
題
』
(
西
域
文
化
研
究
第
六
)

が
公

刊

さ

れ

て
、

研
究
が
完
成
し
た
。

三
七
年

以
降

の
イ

ン
ド
學
關
係

の
業
績

と
し
て
は
、

金
倉
圓
照

『
イ

ン
ド
哲
學
史
』
(
三

七
年
)
『
印
度
中

世
精
神

史

・
中
』
(
三
七
年
)
が
あ

る
。
後

者

は

同

博
士

の

『
印

度
古
代
精
神
史
』
(
一
四
年
)
『
印
度
中

世
精
神
史

・
上
』
(
二
四
年
)

に
つ
づ
く

も

の

で
あ

り
、
績
刊

が
期
待

さ
れ

て

い

る
。
中

村

元

博

士

の

『
イ
ン
ド
古
代
史

・
上
』
(
三

八
年
)

は

「
中

村

元

選
集
」
全
二
〇
卷

の
第

五
で
あ

り
、
第

八
の

『
日
本

宗
教
の
近
代
性
』
(
三
九
年
)
も
刊

行

さ

れ
、
す

で

に
六
巻

を
刊
行

し
、
完
成

が
待

た
れ
て
い
る
。
な
お

中
村

元
博

士
に
は

『
原
文
對
譯

ヴ

ェ
ー
ダ

ー
ン
タ

・

サ
ー
ラ
』
(
三
七
年
)

が
あ

る
。

さ
ら

に

イ

ン

ド
學

關
係

で
は
佐
保

田
鶴
治

『
イ
ン
ド
正
統
派
哲
學
思
想

の
始

源

』

(
三

八
年

)
、山

口
惠

照

『
サ

ー

ン

キ

ヤ
哲

學

體

系

序

説

』

(
三
九

年

)
、

中

野

義

照

『
ヴ

ィ

ン

テ

ル

ニ

ッ

ツ

・
ヴ

ェ
ー

ダ

の
文

學

』

(
三

九

年

)
、

田

中

於

莵
彌
課

『
鸚
鵡

七
〇
話
』
(
三
九
年
)
、
藤
謙
敬

『
イ

ン
ド
教
育
思
想
史
研
究
』
(
三
八
年
)
、
中
村
元
編
『
自

我

と
無
我
』
(
三

八
年
)
な

ど
が
あ
る
。

イ

ン
ド
佛
教

の
關
係

で
は
、
原
始
佛
教
に
關
す
る

も
の
と
し

て
、
増
谷
文
雄

『
ア
ー
ガ

マ
資
料
に
よ
る

佛
傳

の
研
究
』
(
三

七
年
)
、
佐
藤
密
雄

『
原
始
佛
教

教
團

の
研
究
』
(
三

八
年
)
、
平

川
彰

『
原
始
佛
教
の

研
究
』
(
三
九
年
)
、
早
島
鏡
正

『
初
期
佛
教
と
社
會

生
活
』
(
三
九
年
)
、

水
野
弘
元

『
パ
ー
リ
佛
教

を
中

心
と
し
た
佛
教
の
心
識
論
』

(
三
九
年
)
、
前

田
惠
學

『
原
始
佛
教
聖
典

の
成
立
史
研
究
』
(
三
九
年
)
、
中

村
元

・
早
島
鏡

正
譯

『
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問

い
』

I
・

II
・

III

(
三

八
、

三

九

年
)

な

ど

が

あ

り
、

大

乗

佛

教

に

關

す

る

も

の
と

し

て
、

山

口

益

『
世

親

の
淨

土

論
』
(
三
七
年

)、

同

『
大
乗
と
し
て

の
淨

土
』
(
三

八

年
)
、

上
田
義
文

『
唯
識
思
想
入
門
』
(
三
九
年
)
、

田

中
順

照

『
佛
教
に
お
け
る
室
と
識
』
(
三
八
年
)
、
安

井
廣

濟

『
唯
識
二
十
論
講
義
』
(
三
九
年
)
、
酒
井
眞

典

『
大
日
經

の
成
立
に
關
す
る
研
究
』
(
三
七
年
)
、

神
代
峻
通
譯

『
イ

ン
ド
密
教
學
序
説
』
(
三
七
年
)
な

ど
が
見
ら
れ
る
。

シ
ナ
佛
教

で
は
伊

藤
猷

典

『
碧

巖
集

定

本
』
(
三

八
年
)

の
大
著

が
公
刊
さ
れ
、
鈴

木
大
拙

・
秋
月
龍

民

『
趙
州
禪

師
語
録
』
(
三
八
年

)、

石
井
教
道

『
華

嚴
教
學
成

立
史
』
(
三
九
年
)、

關
口
眞
大

『
禪
宗
思

想
史
』
(
三
九
年
)
、

長
部
和
雄
『
一
行
禪
師

の
研
究
』

な
ど
が
見

ら
れ
る
が
、

比
較
的
業
績

が
少
な
い
。

日
本
佛
教

關
係

で
は
、

各
宗
門
に
お
い
て
種

々
の

著
作

が
出
版

さ
れ
て
お
り
、

ひ
と

つ
ひ
と

つ
調

べ
る

こ
と

は
容

易

で

な

い
。

こ

こ
に

は
氣

の

つ
い

た

も

の

を
學

げ

る

に

と

ど

め

る
。

古

田

紹
欽

『
日
本

佛

教

思

想
史

の
諸
問
題
』
(
三

九
年
)
、

二
葉

憲
香

『
古
代
佛

教
思

想
史
研

究
』
(
三
七
年
)
、

石
田
瑞
麿

『
日
本
佛

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

三
五

五
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三
五
六

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
擧
協
會
の
動
向

教
に
お
け
る
戒
律

の
研
究
』
(
三
八
年
)
、
櫛

田
良
洪

『
眞
言
密
敢
成
立
過
程

の
研
究
』
(
三
九
年
)
、
福
井

康
順
編

『
慈
學
大
師
研
究
』
(
三
九
年
)
、

小
野
勝
年

『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記

の
研

究
、
第

一
卷
』
(
三

八

年
)
、
重
松
明
久

『
日
本
淨
土
教
成
立
過
程

の
研
究
』

(
三
八
年
)
、
『
法
然
上
人
傳

の
成
立
史
的

研
究
、
三

卷
』
(
三
六
-

七
年
)
、

二
葉
憲
香

『
親
鸞

の
研
究
』

(
三
七
年
)
、
笠
原

一
男
『
一
向

一
揆

の
研
究
』
(
三

七

年
)
、
大
久
保
道
舟

『
曹
洞

宗

古

文

書
、

上

・
下
』

(
三
六
-

七
年
)
、
鏡
島
元
隆

『
道
元
禪
師

と
そ
の
門

流
』
(
三
七
年
)
、
茂

田
井
教
享

『
觀

心
本
尊
鈔
研
究

序
論
』
(
三
八
年
)

な
ど
が
あ
る
。

 

な
お

こ
の
ほ
か
に
學
者

の
還
暦
古
稀
等

の
記
念
論

文
集
も
見
ら
れ
る
が
、
最
近

の
も
の
と
し
て
は
、
『
岩

井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論

集
』
(
三

八
年
)
、
『
結

城

教
授

頌
壽

記
念
佛
教
思
想
史
論
集
』
(
三
九
年
)
、
『
干

潟
博

士
古
稀
記
念
論
文
集
』
(
三
九

年
)
な

ど
が

あ

り
、
多
數

の
學
者

の
論

考
を

の
せ

て
い
る
。

平
川
彰

I
I 
昭
和
四
十
年
度
報
告

 
 
-

サ

ン
ス
ク
リ

ッ
ト
研
究

の
動
向
-

 

一
九
五

一
年
、
時

の
東

京
大

學
教
授
宮
本
正
尊
博

士
を
理
事
長
と
し
て
、

日
本
印

度
學
佛
教
擧
會
が
發

足
し
、
斯
學
初
の
全
國
學
會

と
し
て
既
に
十
有
餘
年

の
星
宿
を
閲
し
た
。

こ
の
間
、
宮
本
理
事
長

の
賢
明

な
る
統
率

の
下

に
、

本
學
會

は
各
大
學
研
究
者
間

の

連
絡

・
情
報
交
換
、
少
肚
學
者

の
切
瑳

琢
磨
、

あ
る

い
は
協
同
研
究
等
、
本
邦
斯
學

の
發
展

に
多
大

な
貢

獻

を
な
し
た
。

こ
こ
に
過
去
二
〇
年

の
斯
學

の
發
展

を
、
專

ら
梵
語
梵
文
擧

の
領
域

に
限

っ
て
概
觀

す
る

が
、

も
と
梵
語
梵
文
學
は
西
歐

に
輝
か
し

い
研
究
を

數

え
、

こ
れ
に
二
〇
〇
年

の
研
究
史
を
擁
し
、

本
邦

に
在

っ
て
も
西
歐
的
傳
統

・
訓
練

を
抜

き
に
し
て
學

的
業
績
を
擧
げ
得

ぬ
事
情
が
あ
る
爲
め
、

主
要
綱

目

の
下

に
ま
ず
戰
後

の
西
歐

・
印

度

の
學

界
を
概

觀
し
、

し
か
る
後

に
本
邦
學
者

の
研
究

を
紹
介

す
る
の
が
解

説

の
順
序

と
思

わ
れ
る
。

(
一
)
 
ヴ
ェ
ー
ダ
學

内
容

の
難
解

と
、
厖
大
な
研
究
史
を
擁

す

る

に
在

っ
て

は
、

一
九

五

一
年

待

望

の

の
全

ド
イ
ツ
語
譯
が

刊

行

せ

ら

れ

た
。

日
進
月
歩

の
研
究
は

こ
れ
が
修

正
批
判

に
向

っ
た
の

は
當
然

の
勢

で
あ

る

が
、

の
業

績

は
正

し

く

研
究
に

一
時
期

を
書

し

た
。

一

九

一
〇
年
以
來
、
そ

の
研
究
主
題
を
構
成

し
て
い
た

は

一
九

五

一
、

一
九

五

九

年

に
そ

れ

ぞ

れ

、

I

、

II

の

出

版

を

み
、

神

の
神
觀
史
的
位
置

づ
け

と
、

そ
れ
を
と
り
ま
く
主

要

概

念

、

水

・
天

空

・
海

洋

・
河

川

・

等

を
、

豊
富

な
文
獻

に
基
づ

い
て
論
じ
、

文
獻
に
よ

る
文
化
史
研
究

の
範

を
垂

れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
在

っ

て

は

、

が

の
名

の
下
に

一
九

五

五
年

以
來

神

格
を
中
心
と
し
て
逐

次

の
佛

譯

を
發

表

し
、

詳
細
な
註

に
研
究
史

を

網

羅

し

て
往

年

の
に
勝

る

と

も

劣

ら

ぬ
業

績

を
殘

し
、

更

に

イ

ン

ド

ラ
讚

歌

に

肉
薄

せ

ん

と

し

て

い

る
。

イ

ン

ド

に

在

っ
て

は

が
三
卷
に

讚
歌
を
英
譯
研

究

(
1
9
5
7
-
1
9
6
2

)

し
、

第

七

卷

は

に

よ

っ
て
英

譯

さ

れ

た
。

語

彙

・
文

法

・
文
體
論

に
亘

っ
て
は
、
そ

の
研
究
史

二
〇
年

を

網

羅
す
る
事

は
不

可

能

に
近

い
。

は

(
1
9
3
1
)

の
繼

承

を
以

っ
て
自

ら
任

じ
、

そ

の

は

一
九

六
〇
年
迄

の
諸

研

究

を

二
冊

に

ま

と

め

た
。

今

こ
、こ

に
主

要

な

研

究

者

を

擧

げ

れ

ば
、

オ

ラ

ン
ダ

の

は
語

彙

・
文

法

そ
の
他
多
く

の
領
域

に
精
力
的

な
努
力

を
傾

け
、

厖
大
な
書
卷
を
次

々
に
發
表

し
た
。

そ
の
各
個

研
究

は
同
氏

の
近
著

(
1
9
6
0
)

に

多

く

ま

と

め

ら

れ
、

も

っ
て

そ

の
傾

向

を
窺

い
得

る
が
、
や
や
未
開
人
的
思
惟
を

語
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に
適
用

し
す

ぎ
た
嫌

い
が
あ
る
。

の
薫
陶
を
受

け
今

に
講
莚

を
張

は

一
九
五
七
年

を

公
け

に

し

て
、

三
神

に
獨

特

の
解
釋

を
發
表

し
た
。
他

の
多
數

の
論
稿

に
窺

い
知

る
如
く
、
嚴
密
な
文
獻
操

作

は

文
獻
學
の

範

た

り
、

と

共

に

ド

イ

ツ

學

の
最
高
峰

に
位
し

て
い
る
。
斯

く

が
歐

州

三

國

に
在

っ
て
、

そ

れ
ぞ

れ
の
立
場

よ
り

の

に
挑

む
樣

は
蓋

し
現
代

學

の
壓
卷

と
稱

し
得

る
。
な

お

研
究

に
必
須

の

の

ま

た
簡

便

な

ロ
ー

マ
字

版

は

共

に

一
九
五
五
年
版
を
新

た
に
し
た
。

も
歐

州
ヴ

ェ
ー
ダ
學
者

の
興

味

を
惹
き
、
卓
れ
た
研
究

を
數

え
得

る
が
、

に
由

る

の
出
版

(
1
9
6
3

)

は
今
後

こ
の
方
面

に
研
究

の
新
分

野

を
拓
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。

厖
大
な

文
獻
に
は

の
出
版
翻
譯
に
輝
か
し
い
成
果

が
現

わ
れ
た
。

そ

の

量

に
次
ぐ

は

一
九

五

四
年

の
手
に

そ

の
完

本

が

出

版

さ

れ
、

の
遺

稿

も

一
九
五
三
年
出
版

さ
れ
た
。

一
九
五
八
年

以
來

は

の
出
版
を

手

が

け

、

祭
を
祭
式
毎
に

一
所
に
ま
と

め

て
配

列

し
、

ま
た
そ

の
英
文

部

は

の

全
譯

を

目

指

し

て

い
る

。

に

は
一

九
六
三
年

の
飜

譯

が
著

わ

さ

れ

、

は

系

の

に
基
づ

い

て

の
研

究

を

發
表

し

は

を
英
譯

し
て

研
究
に

貢

獻

し

は

文
獻
に
基

づ

い
て
好

著

を
著

わ

し
た
。
な

お
祭
式
用

語

は

が

ま

と

め

てに
解

読

す

る

と

こ

ろ

と
な

っ
た
。

の
手

に
成

っ
た

の

は

一
九

六

四

年

イ

ン

ド

よ

り

再

版

さ

れ

た

が
、

は
不

撓
不

屈

の
努

力

を

拂

っ
て

を
著

わ
し
、
原
典
批
判
に
卓
れ
た
業

績
を
殘
し
た
。

が

逐
次
そ
の
英
譯
を
試
み
て
い
る
(
1
9
5
7
-
1
9
6
3)。

に

あ

っ
て

は

主
幹

の
下
、

一
連

の
佛
譯

が
刊

行

さ

れ
た

(
1
9
4
3
-
1
9
5
6

)
他
、

は

は

の
批
判
的
研
究

を
著

わ
し
た
。

土
着
文
法
學

の
領
域

で
は
、

が
佛
譯

と
解
説

を
付

し
て

(
1
9
4
8-
1
9
5
4

)

を

著

わ

し
、

文

法

用

語

を

ま

と

め

て

(
1
9
5
7
)
と
し
た
他
、

本
邦

の
大
地
原
豊
と
協
力

し

て

の
佛

譯

を
進

め

て

い

る
。

こ

の

他

は
大

冊

の
研
究

を

發
表

し

(
1
9
6
1
)
、
言
語

哲

學

に

は

等
が
貢
獻
し
た
。

(二)戰

前

、

等
の
卓

れ
た

學
者

の
研
究

對
象
と
な

っ

は
暫
く
學
者

の
興
味
を
惹
く
事
も
な
く
、
研
究

は

や

や

停

滯

氣

味

で
あ

っ
た

が
、

一
九

六
〇

年
、

が
原
典

の
批
判
的
出
版
を
な
し
、

一
九

六
三
年
そ
れ
に
基

づ
い
て
英
譯

を
出
版

し
た
。
第
三

卷
は
研
究
篇

と
な

っ
て
間

も
な
く
刊
行

を
豫
想

さ
れ

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

三
五
七
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三
五
八

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

る

が
、

こ
の

の
三
部

作

は

研
究

に

一
時
期

を
書
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
流
れ
を
汲

む

な
か

ん

ず

く

の
研
究
は
、
戰
後

た
だ

一
人

の
手
に
よ

っ
て
長

足

の
進

歩

を
遂

げ
た
。
戰
前

を
始

め

と

し

散

發
的

に
隨
時
研
究

せ
ら
れ
た

金
言
集
は
、

彼

の
手
に
煩
瑣

な
ま

で
に
周

到
綿
密

な
方
法

を
以

っ
て

批
判
的
に
扱

わ
れ
、

等

と

比
較
さ
れ
、

そ
の
系
統

が
精
確

に
辿

ら
れ
た
。

法
典
文
學

に
在

っ
て
特
筆
す

べ
き
は

の

の
完
結

で

あ

る
。

一
九

三

〇

年

そ

の
第

一
卷

を

公

け

に

し

て
、

を
論
じ
て
以
來
、
實

に
三
〇

餘
年

を

經

て
、

一
九
六
二
年

そ
の
第
五
卷
第

二
部
、

全
七
冊

が
完
結
し
た
。
本
書

は
ひ
と
り
法
典
文
學

の
み
な
ら

ず

、

イ

ン
ド
文

化

の
全

般

に
亘

る

も

の

と

し

て
、

廣

義

の

の
百
科
全
書

と
な

り
、
詳

細

な

・
周
到
な
注
記
と
相
俟

っ
て
、
類

書

を
壓

し

て
、

研
究
者
に
多
大

の
便
宜
を
供

し
て
い
る
。

二
大
敍
事
詩

と

に

つ
い

て

み

る
に

、
一
九

三

一二
年

に

よ
っ
て
着
手
せ
ら
れ
た

の

い

わ

ゆ

る

は
、

今

日

と

の

序
文

を
殘
す

の
み

と
な
り
、

ほ
と
ん
ど
完
結
し
た
と

い

っ
て
宜

い
。

今

こ
れ

を
主

幹

す

る

は
、

大

乘

佛

典

・

の

を

出

版

す

る
傍

ら
、

に

在

っ
て

の
批
判
的

出

版

に
着
手

し
た
。

に

つ

い

て

は
、

の
着

手
し
た
い
わ
ゆ
る

は

一
九
六
〇
年
第

一
卷

の
刊

行

を

見
、
現
在
第
四
卷
ま

で
出
版
さ
れ

て

い
る
。

亡

き

後
、

等

こ

れ
を
織
續

し
て
、

お
よ
そ

一
九
六

七
年
迄

に
は
全

七

卷

の
刊
行
が
終
る
と
豫
定

さ
れ
て
い
る
。

一
九
四
四
年

が
刊
行

さ
れ
、
原
典
批
判

そ
の
他

に
卓

れ

た
業

績

を
み

せ
た

が
、
往

年

の
亘

匠
H

.
の

業

績
を
思
う
時
、
戰
後

は
に
れ
に
匹
敵
す

る
研
究

の

出

な

い
憾

み

が

あ

る
。

こ

の
間

に
在

っ
て

は

中

の
部
族
名
を
整
理
し

て
、
卓

れ
た
業
績
を
殘
し
、

は

傳
説

を

扱

っ
て

の
系
統
を
論
じ

た

。

は

剛
三

卷

に

み
え
る
修

群
學

を
論

じ
、

ま

た

は

を
文
獻
學
的

・
思
想
史
的

に
論

じ

て
を

發

表

し

た
。

な

お

に

は

の
極
度
に
良
心
的
な
英
譯
(
1
9
5
2
)

が

出

版

さ

れ

、

の

註

は

い
J
.
A.

の
研

究

す

る

と

こ
ろ

と

な

っ
た
。

厖
大
な

文
獻

は

研
究

の

寶
庫

と
い
わ
れ
な

が
ら
、

そ
の
量

の
厖
大
さ
と
内
容

の
無
味
乾
燥

の
故

に
、

の
大
著
以
後
、

さ
ほ
ど
研
究
者

の
關
心
を

惹

か

な

か

っ
た
。

し

か

し
今

に

講

莚

を

張

る

は

一
九

四

〇
年

を
著

わ
し
、
極

め
て
獨
特

な
立

場

よ

り

文

獻

を

扱

っ
た

。

ひ

き

つ

づ

き

を
發
表
し
て
、

今
や
斯
學

の
最
高
峯

に
君

臨

す

る
。

も
原
典
批
判

の
立
場
よ
り
、

ひ
き

つ
づ
き
主
と
し
て

文
獻

の

世
界

觀

の
諸
問
題
を
取
り

あ

げ
、

の
後

を

襲

っ
た

は

傳
説

を
扱

っ
て

二
冊

(
1
9
5
9
)
を

も

の
し
、
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等
イ

ン
ド
宗
教

の
主

要

概

念

を
、
卓
越
せ
る
分
析
方
法
を
以

っ
て
解
明

し
た
。
同

門

の

ま
た

文
獻

中
に

み

え

る
王
法

(
1
9
5
9)

を

公

け

に

し

、

年

を

同

じ

く
し

て

フ

ラ

ン

ス

の

は

を
發

表

し

た
。

イ

ン

ド

に

在

っ
て

は

が

三
卷
(
1
9
5
9
-

1
9
5
5)

を

公

け

に

し

た

が
、

等
少
數

に
資

料

を

限

っ
た

た

め

、

よ
り
完
全
な

の
公

刊

が

望

ま

れ

る
。

こ

の

他

は

は(
1
9
4
6)

を

著

わ

し
、

文

化
史
的
諸
問
題
を
扱

っ
た
。

ベ

ナ
レ
ス
に
在

っ
て

は

、

が
雜

誌

を
主

幹

し
て

一
九
五
七
年
以
來
發
刊

し
、
自

ら
も

の
研

究

を

發

表

し
、

研
究
も
次

第
に
活
氣
を
呈
す

る
兆

し

を

み

せ

て

い
る
。

尚

、

往

年

の

の

の
英

譯

は

一
册

に

ま

と

め

ら

れ

、

の
序

文

を
添

え

て

一
九
六

一

年

三
版

さ
れ
た
。

三

の
研
究

は
多

數

の
論

稿

に

よ

っ
て

こ
れ
を
窺

い
知

る
事

が
出
來
る
が
、

な

い

し

は

 

と
の
對
照

に
於

い
て
こ
れ
を

把

え

ん

と
す

る

傾

向

が
、

な

か

ん

ず

く

イ

ン

ド
に

在

っ
て
顯

著

で
あ

る

。

こ
れ

ら

諸
論

稿

は
、

イ

ン
ダ

ス

文

明

が
明

る
み

に

出

て
以

來
、

古

く

イ

ン
ド
半

島

に

は
、

イ

ン
ド

・
ア

リ

ヤ

ン
の
侵

入

以

前

よ

り
高

度

の

文

明

を
有

し

た
土

着

文

化

が

榮

え

、

イ

ン
ド

・
ア

リ

ヤ

ン
の
優

越

に

よ

っ
て

一
時

後

退

を
餘

儀

な

く

さ

れ

た
も
の
が
、
漸
次
復
活
擡

頭

し

て

に

流

入

し
た

と
な

す

假

説

に
悉

く

基

づ

い
て

い

る

と

い

っ
て
宜

い
。

こ

の
種

の
考

え

方

は

も

と

よ

り
戰

前

よ

り
存

在

し

、

(1
8
9
1)

を
始

め

と

し

て
、

は

そ

の
著

(
1
9
2
2)

に

お

い

て

を

ヴ

ェ
ー

ダ

以

前

の
神

と

な

し

、

の

等

一
連

の
論

稿

と

も

な

っ
た
。

し

か

し

戰
後

、

イ

ン
ド

を

始

め

と

し

て
、

造
形

美

術

の
始

源

・
信

仰

形

態

・

・
苦
行

等

、
極

め

て

イ

ン
ド

的

と

考

え

ら

れ

る

諸

概

念

を
努

め

て
ヴ

ェ
ー

ダ

以
前

に

遡

ら

せ

ん

と

す

る

傾
向

が
顯

著

で
、

こ

れ

に
連

關

し

て

イ

ン
ダ

ス
文

明

と

ヴ

ェ
ー

ダ
文

化

の
關
係

が
樣

々
に
論
議

さ
れ
る
。

こ

の
間

に

在

っ
て

(
1
9
5
4)

は

ヴ

ェ
ー
ダ

諸

文

獻

に
足

場

を

置

い

て

、
ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
神

の
性

格

、

等

を
論

じ
、
文
獻
學
的
に
初
期

ヴ

ィ
シ

ユ
ヌ
教

を
概

觀

し

た
。

ま

た

そ

の

(
1
9
6
3)

は
、

往

年

の

を

な

も

の
と

し

た

好

著

で
あ

る

。
ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
教

の

一
派

、

派

に

つ

い

て

は
、

戰
前

の

の
出
版

に
次

い

で

が

一
九

五

九

年
校
訂
出
版

さ
れ
た
。

シ

ヴ

ァ
教

に
在

っ
て

は
、

フ

ラ

ン

ス

の

が
夙

に

カ

シ

ュ
ミ
ー

ル
の

シ
ヴ

ァ
教
研

究

に

着

手

し

て
、

(
1
9
6
4)

を

佛

譯

し

、

今

の
佛
譯
を

用
意
し
て

い
る
。

同

女

史

門

下

の

(
1
9
6
5)

も

こ

の
流

れ

に
掉

さ

す

も

の

で

あ

る
。

イ

ン

ド
に

在

っ
て
は

が

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

三
五
九
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文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

三
六
〇

一
九
三
五
年

以
來

の
研

究

に

從

事
し
、
更
に
比
較
美
學

・
美

意

識

論

1
9
5
0)

に

進

み
、

イ

タ

リ

ヤ

の

は

ま

た

5
6)

を

著

わ

し

た
。

戰

後

に
基

礎

を
固
め
た

も

主
幹

の

下

に
、

シ

ヴ

ァ
教

の
出
版
に
着
手

し
、

既
に
可
成
り

の
原
典
出
版

を
み

た

。

に

も

等

の
手

に
成

る

シ

ヴ

ァ
教

研

究

が
收

録

さ

れ

て

い
る
。

ま

た

カ

ン

ボ

ジ

ャ
に
傳

幡

し

た

シ

ヴ

ァ
教

に

は

(
1
9
6
1
)

の
卓

れ
た
業
績
が

あ

る
。

古
く

の
逐
次
刊
行

し
た

タ

ン
ト

ラ

文
獻
も
、

戰
後
次
第
に
本
格
的
研
究

の
對
象
と
な
り
、

は

一
九
五
八
年

の
手
に
出
版
飜

譯

さ
れ
、

ま
た
佛
教

タ

ン

ト

ラ

は

一
九

五

九
年

の
手

に

研

究

出

版

さ

れ

た
。

等

も
こ
の
方
面

に
概
説
書

・
研
究
書

を
も
の

し

て
、

タ

ン
ト

ラ
文

獻

の
正

し

い
評
價

と
、

研

究

方

法

の
實

際

を

示

し

た
。

タ

ン

ト

ラ
研
究

は
、

戰

後

開

發

さ

れ
、

研

究

が
盛

と
な

っ
た

分
野

と

い
う

こ

と

が

で

き

る
。

 

な

お
非

正
統

の
宗

教

と

し

て
、

古

代

イ

ン

ド

の

教

は
、

が
佛

典

・
ジ

ャ

イ

ナ
教

典

・
タ

ミ

ー

ル
文

獻

に
基

づ

い
て
、

そ

の
復

元

に
成

功

す

る

と

こ

ろ

と
な

り

1
9
51
)
、

こ

の
分

野

に
貴
重

な
貢
獻

を
な
し
た
。

今

か
ら
約

五
〇
年
前
、

が

(
1
91
3)

を

出

版

し

て
、

の
大
綱

を
始

め
て
學
界

に
提
示
し
た
が
、
戰
後

を
含

む
こ
の
半
世
紀

の
間

に
、
研
究
は
著

し
く
進
歩

し
、
顧

て
今
昔

の
感

を
禁
じ
得
ぬ
も
の
が
あ

る
。

 
(四)
言
語
研
究

 
言
語
研
究

に
在

っ
て
は
、

一
八
九
六
年

の
手

が

け

た

は

の
繼

承

す

る

と

こ

ろ

と

な

り
、

一
九

五

四
年

そ

の
I
I・
2

、

の
刊

行

と
な

っ
た
。

に
I
I
・

に

を

も

の
し

は

を
擔
當

し
て
、
厖
大
な
研
究
史

を
網
羅

し
、
文

字

通

り
、

の
大
著

を

の

も

の

と

し

た
。

の
二
巨

匠

の
亡

き

あ

と
、

そ

の

第

四
卷

は

の
手

に

委

ね

ら

れ

る

が
、

最

近

そ

の

門

下
、

の
成

果

は

、

そ

の
完

成

の
む

し

ろ
容

易

な

ら

ざ

る

こ

と
を
仄

か
す

如

く

に

さ

え

思

わ

れ

る
。

こ

の
他

、
文

法

書

と
し

て

(
1
9
5
2)

に

次

い

で

、

は
獨

特

の
立
揚

よ

り

(
1
9
5
5)

を

發
表

し

て
、
多

大

の
反
響
を
呼

ん
だ
が
、

そ
の
透
徹

せ
る
分
析
力

は

彼

の
諸

論

稿

に

こ

れ

を
窺

う

こ
と

が

で

き

る
。

と
同

じ

く
、

印
歐

語

比

較
文

法

の
立

場

よ

り

、

よ
り
穩

健
に
梵
語
文
法
を
扱

い
、
文
獻

・
研
究
史

を

網
羅

し
て
、
研
究
者

に
多
大
な
便
宜
を
供

し
た

も
の

に
、

往

年

のを
改

訂

し
、

二
册

に

ま

と

め
た

の
出

版

(
1
9
5
8
,
1
9
5
9

)

が

あ

る

。
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は
最
近
、

の

を
世
に
贈
り
、
今
後
共

こ
の
方
面

の
研
究
者

よ

り
讚

辭

と
感

謝

を

う

く

る
も

の
と

確

信

す

る
。

語
源
辭
書
に
は

が

一
九
五
三

年

以
來

刊

行

さ

れ
、

一

九
六
四
年
ま
で
に

一
八
分
册
が
公
刊

さ
れ
た
。

イ
ン

ド

・
ア

リ

ヤ

ン
諸

語

の
立

場

よ

り

ま

と

め
た

は

一
九

六
二
年

以
來
刊
行

さ
れ
、

一
九
六
五
年

迄

に

そ

の
第

六

分

册

が
で
て

い

る
。

こ

の
他

待

望

久

し

い

の
梵
英
大
辭
典

は
未

だ
發
足

の
兆
し
を
み

せ
な

い
が
、
そ

の
副
産
物

五
卷
は
貴
重
な
論

文

を

載

せ

て
い

る
。

パ

ー

り
語

に
在

っ
て

は
、

一
九

五

一
年
、

印

歐

語

比
較
文
法

の
立
場

よ
り
、
始

め

て

が

を

世

に

贈

り
、

中

期

イ

ン
ド

・
ア

リ
ヤ

ン
語

一
般

に

も

言

及

し

た

が
、

は

を

著

わ

し

て
、

部

分
的
な
が
ら
、
始

め
て
パ
ー
リ
語

の
構
文
論
を
本

格
的

に
扱

っ
た
。
記
述
文
法

と
し
て
は

が
あ

る
。
し

か

し
戰

後

最

大

の
パ

ー

リ
研

究

は

、

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

に
よ
っ

て
姶
め
ら
れ
た

の
、
國
際
的
協
力

の
下
に
於

け

る
斷

續

の
企
書

と

い

う

べ
く
、

梵

語

に

あ

っ
て
今

な

お

一

〇
〇
年

の
生

命

を

維

持

す

る

の
大
辭
典
に
匹
敵

す
る
。

こ
の
パ
ー
リ

語
辭

典

は
、

の

を

基

に
、

向

う

二

五
年
間

に
、
全

八
卷

の
完
成
を
目
指

し
て
發
足

し
た
。

本
邦

か
ら
前

田
恵
學
氏

が
參
加
し
て
い
る
が
、
第
二

卷

の
第

一
分
册

は

一
九
六
〇
年
、
第

二
分
册

は

一
九

六

二
年

そ
れ
ぞ

れ
發
刊

さ
れ
た
。

同
時

に
中
期

イ

ン

ド

・
ア

リ

ヤ

ン
語

の
研

究

の
進

歩

は
、

他

面

パ

ー

リ

語

を
、

た
だ
單

に
原
始
佛
教
聖
典

の
言
語

と
し
て
だ

け

で

は

な

く
、

よ

り
廣

い
背

景

よ

り
取

扱

わ

ん

と
す

る
機
運

を
萠

し
、
原
始
佛
教
研
究
の
そ
れ
と
軌
を

一

に

し

て

い

る
如

く

に
思

わ

れ

る
。

戰

前

、

等

卓

れ

た

學
者

の
手

に
成

っ
た

王
碑
文
は
、

一
九
五

〇
年

が
簡

便

な

を
出

版

し

て
以

後

、

一
九

五

八
年

フ

ラ

ン
ス
學
者
に

よ
る

碑
文
の
研

究

に

活

氣

を

呈

し

た

。

王
碑
文
は
イ
ン

ド
碑

文

研

究

の
分
野
に
在

っ
て
尚
ひ
と
り
泰
西
學
者

の
關
心
を

惹

き

つ
け
、

現

在

で

も

の
專
門
的

研
究
を
數

え
て

い
る
。
因

み

に

戰

前

等
卓
れ
た
歐
州

學
者

の
親
し
く
手

に

し

た
印

度

の

傳
統
は
戰
後
途
絶
え
た
觀

が
あ

り
、
專
ら

イ
ン
ド
人

學
者

の
手

に
委
ね
ら
れ
た
恰
好

と
な

っ
て
、

一
九

六

一
年

の

は

む

し

ろ
唯

一
の
例

外

と

な

っ
た
。

戰
前

を
著
わ
し
た

は

一
九

六

〇
年

を
著

わ

し
、
ま

た

プ

ラ
ー

ク

リ

ッ

ト
研

究
に

等
卓

れ
た
諸

研
究

あ
る
も
、

こ
の
方
面
に
お
け
る
戰
後
最

大

の
出
版

は

に
指
を

屈

す

る
。

も

と

プ

ラ

ー

ク

リ

ッ
ト
語

の

一
つ
と

し

て
、

初

期
大
乘

佛
典

の
言
語

と
な
り
、

文
法

・
語
形

・
語

彙

に
亘

っ
て
、

正
規

の
梵
語
よ

り
注
目
す

べ
き
逸
脱

を
示

し
て

い
た
所
謂

佛

教

混
淆

梵
語

は
、

の

こ
れ
ら
不
規
則
形
を
蒐
集
整
理

し
て
、

こ
れ

に
體

系

を

與

え

ん

と

し

た
努

力

に

よ
り

、

ほ
ぼ

一
段

落

つ
い

た

と

い

っ
て
宜

い
。

こ

の
文

法

と

辭

書

と
は

、

三
六

一
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三

六
二

丈
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

正
規

の
梵
語

を
豫
想
し
、

そ
の
上

に
立

っ
て
の
成
果

で

あ

る

か

ら
、

辭

書

は

さ

な

が

ら

大
辭
典

の

と

な

り
、

正

規

の

梵
語
以
外

の
意
味
に
用

い
ら
れ
る
語

と
そ

の
意
味

と

を

列
擧

し

た
。

從

っ
て

あ

く

ま

で

を
豫
想

し
て
意
義
あ
る
も
の
と
見
徹
す

べ

き

で
、

こ
れ
の
み
切

り
離
し

て
佛
教
語
辭

典
と
し

て
扱

い
、

そ
の
鉄
陥

を
つ
く
事
は
當
を
得

な

い
。
蓋
し
佛

教

混
溝
梵
語

は
あ
く
ま

で
正
規

の
梵

語
に
修
熟
し
た

學
者

が
、
奇
異

の
驚
き
を
以

っ
て
そ

の
研
究
封
象
と

な

し
た
因
縁
を
有

す
る
故

で
あ

る
。

一
九
六
二
年

は
難
解
な
寫

本
を
讀

解
し
て

を
公

け

に

し
、
西

北

イ

ン
ド

の

語

の
文
法
を
詳
細

に
論

じ
、
法

句
經

の

み

な

ら
ず

、

イ

ン

ド

・
ア

リ
ヤ

ン
語

に

卓

れ

た

業

績

を

残

し
た
。

こ
の
他

一
九
〇
〇
年

の
著

わ
し
た

は

に

よ

り

英
譯

さ

れ

(
1
9
5
7
)
,

第
七
巻

と
し

て

よ

り

再
版

さ

れ
、

プ

ラ

ー

ク

リ

ッ
ト
研

究

に

便
宜

を
供
す

る
に
到

っ
た
。

今

一
つ
職
戰

の
重
要

な
言
語
研
究

と
し
て
非

ア
リ

ヤ
ン
語

の
研
究
が
あ
る
。

梵
語
研
究

に
比
し

て
著
し

く
研
究

の
遲
れ
て
い
た
こ
れ
ら
非

ア
リ
ヤ
ン
諸
語

の

中

、

ド

ラ
ヴ

ィ
ダ

語

は

等

卓

れ

た
學

者

の
手

が

け

た

と

こ
ろ

で
あ

っ
た

が
、

一

九

六

一
年

に
到

っ
て

が
出
版
さ

れ
た
。
爾
博

士
門

下

に

は
、
批

判

的
精
神

を
體
得
し
た
少
肚
イ

ン
ド
人
學
者

が
集

い
、

今
後

こ
の
方
面
に
長
足
の
進
歩

が
期
待

さ
れ
る
。

な

お
、

は
、
言
語
史
的
興
味

を
唆

る
事

の
少

い

梵
語

の
諸
様
相
を
、
年
代
的
配
慮
を
容
れ

つ
つ
、
文

獻

の

に
基

づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴

を

論

じ

た
卓
れ
た
概
説
書

と
な
り
、

一
九
五
六
年
刊
行
さ

れ

て

い
る
。

(五)
梵

文

學

・
美

術

史

・
そ

の
他

狡
義
の
梵
文
學

の
領
域

で
は
、

出
版

・
翻
課

・
研

究

等
枚
學

に
逞
が
な

い
が
、

今
は
圭
要
な
も

の
の
み

學

げ

る
に

留

め

る
。

ベ

ル
ギ

ー

の

は

の
出
版

に
着

手

し

(
1
9
5
4
-
)
、

は

等

現
在
イ

ン
ド
に
望

み
得

る
最
高

の

を
揃

え
て

の

出
版
を
績
け

て
い
る
。
戰
前

の
な

し

た

復
元
に
續

い
て
、

は

百
頽

の
批

到
的

出

版

を

な

し

(
1
9
4
8
)
そ

の
極
限
を
示
し
た
。

に
多
數

の
研
究
を

な

し

の
作

製

に
專

念
す

る

は
そ
の
二

〇
餘

年

の
成

果

、

の
英
譯

を
發

表

し

た

(
1
9
6
3
)
。

こ

の
他

は

の
英
譯

す

る

と

こ
ろ

と

な

り
、

既

に

二

冊

の
刊
行
を
み
た
。

な
お

の

ま壱

に

よ

り

(
1
9
5
7
)
、

ま

た

英
譯

は

の
麗
筆

の
下

に

出

版

ざ

れ

た

(
1
9
6
5

)
。
戰

前

等

の
著

わ
し

た

概

説

書

の
類

と

し

て

は
、

戰

後

は

わ

づ

か

に
'

を
激
え
る

の

み

で

あ

る
。

美

術
史
の
領
域

に
在

っ
て
は
、
職
前

等

の
亘

匠

を
輩
出

し
た
が
、
戰
後

の
改
訂

版

(
1
9
5
6
)

が

出

て
、

圖

像

學

を

中

心

に

、

全
般

に
卓
れ
た
概
説
書
と
な

っ
た
。

は
比

較

の
視
野
を
容
れ
、
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も
記
述

的

に
卓

れ

た
研
究

と

な

っ
た

。

こ

の

他

も
美
術
史

の
立
場

よ

り
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題

を
論

じ
、

を
著

わ

し

た

が
、
梵

文

原

典

に

基

づ
き

つ
つ
、
碑
文

・
考
古
學

に
多
大

の
貢
獻
を
な
し
、

戰
前

を
著

わ
し

て
そ

の

學

殖
を
謳

わ
れ
た

の
遺

稿は

一
九
六

二
年
出
版

さ
れ
、

小
冊
子
な
が
ら
、
原
典

に
基
づ
く

古

代
美

術
史
研
究

の
範
と
な

っ
て
い
る
。

古
典

イ

ン
ド
研
究

の
全
般

に
亘

る
概
説
書

と
し

て

古

く

四
巻

(
1
8
4
4
-
1
8
6
2

)

が

あ

っ
た

が
、

學

問

の
進
歩

は
同

一
人
を
し
て
イ
ン
ド
學

の
全
般

に
通
づ

る
事
を
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な

ら
し
め

た
。

し
か
し
他

面
卓
れ
た
學
者
の
協

力
に
よ
り
、
卓

れ
た
概
説
書

を

得

た

の
も
事

實

で

あ

る
。

こ

の
中

、

の
主
幹
す
る

既

刊

二
巻

(
1
9
4
7
,
1
9
5
3

)

は
こ
の
方
面

の
精
確

か

つ

内

容
豊
富
な
集
成

と
し
て
現
在

に
お
け

る
望

み
得

る

最

高
水

準

を

示

し

て

い

る
。

イ

ン
ド

に
在

っ
て

は

歴

史
家
が
中
心
と

な

りは

一
九
五

一
年

以

來

既

に

八
巻

の
公
刊

を
み
た
。
戰
前
三
巻

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

(
1
9
3
7
)
は

一
九
五
六
-

一
九
六
二
年

の
間

に
四
冊
7に
改
訂
増
補

さ

れ
た
。

ま

た

(
1
9
5
4
)

は
、

公
平

に
文
化

の
全
搬

を
概
説

し
て
、

イ

ン
ド
文
化
史

の
教

科
書
と
し

て
高

評
を
博

し
て

い
る
。

(六)

本
邦
學
者

の
研
究

以
上
過
去

凡
そ
二
〇
年
間

の
泰

西

・
イ

ン
ド
に
お

け
る
古

典
イ

ン
ド
研
究

を
大
雜

把

に
概
觀

し
た
が
、

飜

っ
て
本
邦

の
そ
れ
を
顧

る
時
、

斯
學

の
傳
統

の
淺

い
事
と
研
究
者

の
寡
少

の
故

に
、
寥

々
た
る
感

を
禁

じ

得

ぬ

も

の
が

あ

る
。

そ

れ

は
、

も

と

本
邦

の

イ

ン

ド
研
究
が
佛
敬
研
究

の

一
環

と
し
て
發

達
し
來

っ
た

特
殊
事
情

に
も
由
來
す

る
が
、

日
本
印
度
學
佛

教
學

會

の
會
員

の
中
純
粋

に
イ

ン
ド
研

究
に
從
事

し
て
い

る
者
は
わ
づ
か
に
そ
の
二
%
程
度

に
留

ま
る
。

佛
教

學

が

世
界

の
學

界

を

リ

ー

ド

し

て

い
る

の

を

み

る
時

、

關
係
者
は
寂
寥

の
感

な
し
と
し
な

い
が
、
印
歐

語

の

有
力
な

一
員

と
し
て
過
去

二
〇
〇
年

に
亘
り
泰
西

の

言
語
學
者

の
研
究
封
象

と
な

っ
た
梵
語
梵
文
學

が
西

歐
的
傳

統

・
訓
練

な
し
に
學
的
成
果
を
擧

げ
得

な
い

客
觀

状
勢

を
思

え
ぱ
、

け
だ
し
當
然

の
勢
と
も
思
わ

れ

る
。

し

か

し
、

か

か

る
不

利

な
状

況

の
下

に

在

っ

て
、
少
数

な
が
ら
卓

れ
た
研
究
者

を
輩
出
し
た
事
實

は
、
他

の
東
洋
諸

國

の
イ

ン
ド
研
究

に
冠
絶
し
、

蓋

し
我

々
の
誇

り

と

す

る

と

こ
ろ

で

あ

る
。

以

下

に

本

邦
の
梵
語
梵
文
學

に
於

け
る
卓

れ
た
業
續
を
紹
介
し

て
本
稿

の

し

め

く

く

り

と

す

る

で
あ

ろ
う

。

戰
時
中
、
南

方
民
俗
誌
叢
書

の

一
環
と
し

て
、
辻

直
四
郎
主
幹

の
下
、

田
中
於
菟
彌
、
坂
井
尚

夫
、
中

村

元

の
執
筆

し

た

「
印

度
」
(
1
9
4
3

)

は
社

會

・
哲

學

・
神

話

・
傳

説

・
言

語

・
文
學

を
網

羅

し

、

そ

の

頃
迄

の
研
究
史
を
顧
慮
し
て
、
客
觀

的

・
穏
健
な
立

場

か

ら

イ

ン
ド

文

化

の
全
般
を
概
説

し
、
未
だ
に
イ

ン
ド
研
究

者

の
最

良

の
手
引
き
た
る
價
値
を
失
わ
な

い
。泰

西

の
イ

ン
ド
學

の
傳
統
を
始

め
て
本
邦
に
導
入

移
植
し
た
辻
直
四

郎

は
、

ヴ

ェ
ー

ダ
學

に

一
家

を

な

し
、

供

獣

祭

を

例

に

と

っ
て
、

散

逸

し
た

カ

タ
派

の

の

内
容
復

元
を
試

み
、
國
際
的
な
貢
獻

(
ブ

ラ

ー

フ

マ

ナ

と

シ

ェ

ラ

ウ

タ

ス

ー

ト

ラ

と

の

關

係

、

一
九
五
二
年
)
を

な

す
傍

ら
、

ヴ

ェ
ー
ダ

、

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

、

ギ

ー

タ

ー

、

シ

ャ

ク

ン

タ

ラ

ー

を
飜
譯

研
究
し

て
、

古
典

イ
ン
ド
文
化

の
精
華

を
わ
が
國

に

文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

三
六
三
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文
科
系
學
會
連
合
加
盟
學
協
會
の
動
向

三
六
四

紹

介

し

た
。

戰
前

「
印
度
古
代
精
神

史
」
(
1
9
3
6
)

を
著

わ

し

た
金
倉

圓
照

は
、
戰

後

「
印

度

中
世

精

神

史
」

上

(
1
9
4
9
)
、

中

(
1
9
6
2
)

を

公

刊

し
、

周
到

綿

密

に
研

究
史
を
紹
介
し
、
精
神
史

・
文
化
史

の
中
心
點

を
精

確
に
提
示
し

て
、
研
究
者

に
多
大

の
便
宜
を
與
え
、

學

界

に

稗

益

す

る

と

こ

ろ
大

な

る
も

の
が

あ

っ
た
。

初

期

ヴ

ェ
ー

ダ

ー

ン
タ
哲

學

史

四
卷

を

公

刊

し

て

イ
ン
ド
哲
學
研
究
に
卓

れ
た
貢
獻
を
な
し
た
中
村
元

は
自
ら
比
較
哲
學
の
陣
頭

に
立

ち
、
内
に
在

っ
て
は

難
解
な
印
度
哲
學

・
佛
教
學

を
西
洋
哲
學
研
究
者
に

開
放

し
、
外

に
在

っ
て
は
本
邦

の
佛
教
學

の
業
績
を

紹

介

し

た

が
、

「
イ

ン
ド
古

代

史

」
上

(
1
9
6
3
)、

「
東

西

文
化

の
交
流
」(
1
9
6
5
)

を
發
表

し
て
廣
く
イ

ン
ド

文
化

・
思
想
史
研
究

に
稗

益
し
、
内
外

に
卓
れ
た
研

究
者
を
養
成
し
た
。

文
獻
を
專
攻
す
る
岩

本
裕

は
、
そ

の

の
傍

ら

、

一
九

五

四
年

以

來

「
カ

タ

ー

サ

リ

ッ
ト

サ
ー

ガ

ラ
L

の
邦

譯

を
出

版

し

、

梵

文

戯
曲

「
土

の
小
車
」
(
1
9
5
9
)

を
邦

譯

し
、
梵

語

文

法

(
1
9
5
6
,
1
9
6
5

)

を
著

わ

し
、

「
イ

ン

ド

説

話
」

(
1
9
6
1
)
を
論
じ
、
精
力
的

に
梵
文
學

の
紹

介

に
貢

獻
し
た
。
佛
教
を
よ
り
文
化
史
的
な
立
場

か
ら
論

じ

た

の
も

、

岩

本
裕

を

以

っ
て
嚆

矢

と
す

る
。

同
じ
く
梵
文
學

の
分
野

に
在

っ
て
敍
事
詩

・
抒
情

詩
を
逐
次
邦
譯
し
た
田

中

於

菟

彌

は

一
九

六

三
年

「
鸚
鵡
七
十
話
」
を

よ

り

邦

譯
し
、
極
め

て
良

心
的

・
學
問
的
に

こ
の

を

論

じ
た

。

傍

ら

イ

ン

ド
説

話

の
流

傳

の
徑

路

を
辿

り
、

原
典

に
基
づ

い
て
文
獻
學
的
に
操
作
を
し
、

比
較
文

學

研

究

に

一
家

を

な

し

て

い
る
。

夙

に

(
1
9
6
0
)
の
批
判
的
出
版
を
公
け
に
し
て
、

内
外

よ
り
そ
の
語
學
力
を
謳
わ
れ
た
大
地
原
豐

は
、

と
協
力
し
て

の
佛

譯

を
逐

次

」(
1
9
6
0
,
1
9
6
2
-

)

發

表

し

、

イ

ン
ド

土

着

文

法
學

に

一
家

を
な
し
、
國
際
的
に
極
め

て
高

く
評
債

さ
れ
る
。

そ
の
誠
實

な
學
的
態
度

と
天
才
的
理
解
力

と
は
、
本

邦
中
堅
學
者

の
誇

り
で
あ

り
、

若
き
研
究

者

の
指
針

で
あ

る
。
同
門
に

の
卓
れ
た
研
究
を
遂
行
す

る
服

部

正

明
、

を
逐
攻
獨

譯

し
て
、

イ
ン
ド
佛

教

研

究

に
專
念

す
る
梶
山
雄

一
を
擁
し
、

門
下

の
小
林
信

彦

は
イ

ン
ド
古
典
修
辭

學

に
、

上
岡
弘
二
は
イ

ラ
ン

語
研
究

に
、

ま
た
内
田
紀
彦
は
ド
ラ
ヴ

ィ
ダ
研
究
に

進

ん
で
、

そ
の
學
問
領

域
の
廣
汎

な
る
を
窺

わ
し
む

る

に
足

る
。

近
代
イ

ン
ド
語
を
完

全
に
修
得

し
、
本
邦

ヒ
ン
デ

イ
ー
語
研
究

の
創
始
者

と
な

っ
た
土
井
久
彌
は

一
九

五

九

年

「
牛

供

養

」

を

邦

譯

し
、

「
ヒ

ン
デ

ィ

ー

語

文
法
讀

本
」
を
著

わ
し
て
、
近
代

イ
ン
ド
語
研
究

の

先
驅

者
と
な
る
。

ま
た
我

妻

和

男
、
青
柳

精

三

は

「
ベ

ン

ガ

ル
語
文

法

概

説

」

を

紹

介

し

(
1
9
6
4)、

渡

邊
照
宏
は

ベ
ン
ガ

ル
語
原
典

よ
り
始
め
て
タ
ゴ
ー

ル
を
邦
譯

(
1
9
6
2
)

し
て
、
斯
學

の
本
格
的

研
究
に

端

緒
を
開

い
た
。

美
術
史
、
な
か
ん
ず
く
佛
教
美
術

の
領
域
に
在

っ

て
は
、
高
田
修
が
獨

り
梵
語

を
驅
使
し
、
獨

創
的
研

究
を
な
す
が
、

一
九
六
五
年

上
野
照
夫
と
協
同
し

て
、

大
册

「
イ

ン

ド

の
美

術

」

を

も

の

し
た

。

原

實
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